
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川龍山 興禅寺 

所在地： 埼玉県富士見市下南畑７４ 

宗旨・宗教： 曹洞宗  

本尊： 聖観世音菩薩 

 

＜山門・本堂を見る＞2014.4 撮影↑ 

■由来（郷土富士見検定問題集より） 

 

下南畑の興禅寺（こうぜんじ）は禅宗の一派で道元を開祖とする曹洞宗のお寺で

す。本尊の聖観世音菩薩は、室町末期の仏師、春日の作と伝えられています。天文

年間（1532～1555）に火災にあい廃寺となり、その後江戸時代に川越渋井の蓮光寺

住職によって再建されました。そのときは光禅寺といいましたが、後に現在の興禅

寺と改めたといいます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■石塔（上写真の左の塔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■青面金剛像（上写真の右の石造物） 

 

 

 

 

 

 

 

山 門 前 

禅寺などで寺門の傍らの戎檀石に「不許葷酒入山門」（葷酒山門に入る

を許さず）と刻まれた標語の石塔が立っています。これは、不浄のものや

心をみだすものは、寺内に入ることは許さないとの戒めの言葉です。 

山門前に立つ丸彫りの青面金剛（しょうめんこ

んごう）像は、人の身の丈ほどで文字が彫られて

いないという特徴があり、近隣にもあまり例のな

い庚申塔（こうしんとう）です。 

 

 

 

葷酒（くんしゅ）とはネギ、ニラ、ショ

ウガなど臭気の強い菜と酒の意で、 

戎檀石とは師が弟子に戒を授ける儀式に

用いるため築いた壇を意味します。 



※富士見市ホームページより（庚申塔４０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山 門 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 堂 

 

 

桐 （五七桐） 

曹洞宗の宗紋 

二大本山の一つの總持寺の寺紋 

 

竜胆 （リンドウの葉と花） 

曹洞宗の宗紋 

二大本山の一つの永平寺の寺紋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本堂の遠景・近景＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■供養塔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境 内 

明治維新の慶応4 年（1868）、下南畑の曹洞宗興禅寺

（こうぜんじ）を占拠して、地元の資産家から金品の強

奪を行っていた彰義隊の残党と地元の無頼漢（ぶらいか

ん）を加えた13 人の一団がいました。それにたまりかね

た村人が官軍に通報したため、彼らは上南畑と鶴馬の境

である錫杖権現（しゃくじょうごんげん）の地で処刑さ

れました。そのため、供養塔が興禅寺境内に造られまし

た。供養塔には、その事件のあらましと天と誅（ちゅう）

の文字が入った戒名が刻まれています。 

 

写真のうしろは鐘楼 

 

 

※［参考］錫杖権現の場所 

旧上南畑村と鶴馬村の境で、富士見川越道路（国道254 

バイパス）そばに錫杖権現（しゃくじょうごんげん）

の角塔があります。ここは村の境であったことから災

いや悪疫が村に侵入するのを防ぎ、村の安全を祈願し

て、宝暦（ほうれき）4 年（1754）に瑠璃光寺念仏講

中（るりこうじねんぶつこうじゅう）である折戸（お

りと）地区（旧鶴馬村）の人たちによって造立されま

した。村人は「しゃくじょうさん」、「しゃくじさん」

などと呼んで拝んだといわれています。 



※富士見市ホームページより 

 富士見市の石地蔵（リスト６７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■富士見市の石地蔵（リスト５） 

 造立年月日：寛文１２年（１６７２） 

※富士見市ホームページより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■郷土富士見検定問題集から問題 

 

 

 

 

 

多羅葉 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載日：2015/2/21 

この内容は、「郷土富士見検定問題集」、「富士見市ホームページ」等から、記載しています。 

多羅葉（タラヨウ）は、モチノキ科の常緑高木で暖地に自生してお 

り静岡以西に分布しているが、各地のお寺・神社に多く植えられています。

葉は肉厚で20cm ほどあり長楕円形で葉の裏面をとがった物で傷つけると

黒く変色し文字を書けることから「葉書の木」と言われ、「郵便局の木」

と定められています。興禅寺（下南畑）境内に2 本植えられています。 

 

 

下南畑に有る興禅寺境内にあり、葉の裏にとがった物で傷つけて黒く変

色させて、文字を書けることから「葉書の木」とも言われている木の名前

は何か。 

 


